
学校評価委員会開催議事録 

 

日時２０２１年５月１１日㈫ １０：３０～１１：３０ 

新横浜歯科衛生士・歯科技工士専門学校 ８階 会議室 

参加者 片山先生 浅野副校長 勝田科長 大西主任 長井事務長 

書 面 對馬様 牛様（事前に自己評価をお送りし書面にてご意見を頂いた。） 

 

法人について 長井事務長 

新校舎の建設は、今のところ順調にきている。２０２２年 4 月新校舎にて開校予定。 

今期入学者数の報告 

歯科技工士科は例年定員割れしている為認知度向上に努めていきたい。 

教育目標 今年度重点目標発表（別紙資料にて） 

 

歯科衛生士科 大西主任 

反省 

令和２年度は、全学年で退学者が８名。 

自己都合の学生もいたが、コロナやその後の長期休暇の間に学校への興味を失った学生が

退学を考え、実際に退学してしまう学生もいた。 

その間、学生と学校間で連絡が途絶えた事は無かったが、心のケアが不足していたと考える。 

また、国家試験は、１００％を維持できたものの試験間近になり、取りこぼしのあった学生

がいた。 

指導時の基礎知識や一般常識の無さ、本人の特性から、全教員間より不安の声が出たのにも 

かかわらず、模擬試験の点数だけを指標にしてしまった。 

もっと学生の様々な状況に目を向けるべきだったと課題が残った。 

 

目標 

１ 国家試験合格１００パーセントの維持  

・ 早期より国家試験対策に入り、成績不良者を抽出する。 

・ 点数だけでなく、学生の性質、環境、体調も考慮し、取りこぼしの無いよう、補講者

の決定をする。 

 

２ 入学者を充足し退学者・休学者を無くす 

・ 他職種とは異なる明確な魅力を提示する。 

・ 当校の教育理念に沿った教育により輩出した卒業生の例を挙げ、具体的に将来像をイ

メージさせる事で、志の高い入学者を獲得する。 

・ 在校生に対し、長期休暇の前後のケアを徹底する。 



 

３ 多職種連携を意識したカリキュラムの構築 

・ 歯科技工士科との合同講義、実習の機会を増やし、お互いの理解を深める。 

・ 関係施設、協力施設との連携を深め、実習内容の見直しを図る。 

 

４ 非常時における講義、実習内容の強化 

・ 従来通り、在宅でのインターネット授業を行い、学生の理解、反応をリアルタイムで

確認出来るような講義を引き続き行なう。 

・ 登校出来ない状況が長期に及んだ際には、現在ほとんど行なっていない、インターネ

ット授業での実習について内容の充実を図る。 

 

歯科技工士科 勝田科長 

反省 

国家試験合格率１００％は維持したものの下位学生へのフォローに関しては、始動が遅く

来期への課題が残る結果となった。指導、教室全体の把握が不足していた。実習中の対応の

中でも全体を気にしながら状況確認が必要であった。 

 

目標                   

１国家試験合格率１００％の維持 

（１） 教育・指導の質の向上 

サポートのみで済ませるのではなく、時には課題提出などを与え社会に出ることを想定さ

せ、学習意欲を低下させないよう管理の方法サポート体制をとる。 

簡単には解決できない問題もあるが、最後までやり遂げられるよう粘り強く指導にあたり、

信頼関係が構築できるよう努める。 

 

（２）国家試験・進路指導の充実 

学生全体はもちろん個々の見極めを常に行い、学生支援を進めていきたい。国家試験合格に

ついては１００％を維持し続けられるよう必要に応じて力を注ぐ時間を増やし、安心して

臨むことが出来るようにと成果が発揮できるよう努める。 

特に学科における予定については学科予定計画の修正など可動的に行えるよう体制を整え

準備する。 

学生への対応に幅を広げられるよう、担当科目だけではなく、総合的に科目を理解し、指導

力の強化の体制をとる。 

 

２入学者数の拡大、退学者・休学者ゼロの実現 

（１）「報告・連絡・相談」の徹底 



情報共有は必須。 

 

（２）遅刻・欠席者の減少対策 

基本的な生活習慣を意識させる。精神面の不安、学力低下傾向にある学生への兆候は見逃さ

ず早めの対応を行う。担任の学級指導力が高められるよう学生に寄り添えるような考えと 

コミュニケーションをとり必要に応じ面談を行い改善させられるよう努める。 

 

（３）学生募集での職業の将来性、成功例の情報伝達 

学校認知を並行させる。SNS での情報、オープンキャンパス参加時での卒後の成功例、 

就職先での様子など現況の情報を伝え将来像をイメージさせやすくする。 

 

３多職種連携を意識したカリキュラムの構築 

（１） 関係施設・協力施設の連携強化 

校外学習の場の拡大が必要になった場合への対応 

 

４非常時における講義、実習内容の強化 

（１） ＷＥＢ公開できる資料制作 

実習、講義で使用した。内容整理と復習に使用可能に出来るように学生公開フォルダを構築 

 

その他 

（１） 移設による機材整理・準備 

 

（２）各科長のリーダーシップと行き届いた職員指導（自身の反省） 

判断力、決定事項に迷いや不安を感じてしまい、経験不足な面が多々あった。 

 

評価委員会から 

書面の方２名については、別紙参照 

 

片山先生 

毎年国家試験１００％を継続するのはすごいことです。 

教員間のミーティングもしっかりと行えているし 

生徒の挨拶も良く出来ていて指導がいきわたっていると感じる。 

歯科技工士科について認知度が低い理由については、様々な要因が考えられる。認知度向上

につながるように協力していきたい。外国人の就労ビザが取得できないことについても全

体で考えていく必要がある。 

以上 






